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第9回化石研究会学術大会講演要旨

(1991年6月16日鶴見大学歯学部）

ManybiochemiStshavealsomadesimilarobser

vations, referringtothephenomenonasaprecipita

tionoraggregationduringthepl･eparationofthei'

samples, althoughgivingnofurtherdetails.

[特別講演］

Some physicai properties of amelogenin and

enamelin.

R.W. Feamhead.

(Tsurumi School of Dental Medicine, 21.3

Tsurumiku,Tsurumi,Yokohama230, Japan) Ourpresent illvestigationsarebeingmadeona

150mgsampleoftotalenamelproteinfrompooled

developingpigmolars,andonelOOmgsampleofan

extractcharacterisedasasinglebandof21kDa

amelogenin protein by electrophoresis were

obtainedfromourBiochemistrydepartmentand

formthesubjectsofthisstageofthisstageofour

studySmallvialsmadebycuttinganopenended

cavityinasheetof0.5mmsiliconerubbersandwi

chedbetween twoglassmicroscopeslideswere

preparedandasmall aliquot (005cc) of each

solutionwas thenplaced inseparatevialsand

allowedtoevaporateatroomtemperature(22｡-23｡

C)andexamineddailyforpossiblechangemoptical

behaviour. Inthecaseofthetotalproteinextract

achange toapositivebirefringence occurred

apparentlyabruptly after tendayswhen the

materialwasthenalreadyinagel likestate.The

21kDasamplewasplaced inavial ofdifferent

shapehavinglesssurfaceexposedtoevaporation,

theroomtemperaturehadrisenslightlytobetween

23o-24oC,thefirstchangeoccurredaftersevendays

bytheappearanceofasmallwhiteopaquemass

onthesideofthevial,whichgrewrapidlybythe

extensionof tinyfingerlike l･owsofverysmall

globulesofmaterialsothatwithintwominutesthe

wholeofthecontentsofthevialwasfilledwiththe

newopaquephasewhichwasisotropic.Thischange

occurredintheeveningwhentheroomtemperatul･e

hadrisento25.5℃Oncoolingto24.5℃thenew

phasecompletelyclearedwithinoneminute.The

temperaturewas thenraisedand loweredmany

timeswithinarangeof24｡40｡Cwiththereversible

transitionoccurringbetween25.5｡ and26｡C・From

theappearancethesechangesprobablycorrespond

tothechangesobServedbyNikiforukandSim

Vertebrate toothenamel andenameloidhave

unusually large apatite crystals and are the

secretoryproductofameloblastcellswhichareof

epithelial origin・Thesecells first produce an

organicmatrix(amelogeninandenamelin)onthe

outermost surfaceof the dentine, in intimate

associationwiththemineral andcollagenfibres

whichareol･ientedperpendiculal･ tothatsurface.

Growthofhydroxyapatitecrystalsintothenewly

secretedorganicmatrix fromthis collagenous

boundaryquicklyfollows, thusestablishingthe

position of the enamel or enameloid/dentine

junctionofallvertebrates. Itisgenerallyaccepted

thattheearlysecretioncontainsbothamelogenin

andenamelintogetherwithproteolyticenzymes.

Thepreciseroleofamelogeninandenamelinin

theproductionoftheextensivevarietyofhighly

orderedstructureswhichdistinguishthedifferent

typesofmammalianenamel andnon-mammalian

enameloids, remains amystery, although it is

generallyacceptedthat it isintimatelyassociated

insomewaywiththegrowthandorientationofthe

largecrystals.

Theprincipalobstacletoabetterunderstanding

oftheroleofamelogeninisthelackofknowledge

about itsphysico.chemicalproperties.Reportsof

significanceandrelevancetotheobservations l

wishtomaketodayareduetoNikiforukand

SimmondS(1965)andNikiforukandSognnaes(1966)

whonoticedthatwhendevelopingbovineenamel

proteinwassolubilisedinEDTAordiluteformic

acidpH6.87.0, itchangesitsstatefromacleal･

gelat4｡C.,toanopalescentsolutionatatempera-

tureof18℃thischangeofstatebeingreversible.
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monds(1965)andNikifomkandSognnaes(1966).

Bothmaterials responded very sensitively to

changesinhumiditywithinthetemperaturerange

used, apropertywhich isproving tobevery

troublesomewhenattemptingtoobtaingoodx-ray

diffractionphotographsfromthesolidcrystals. In

anattempttostoporatleastslowtheevaporation

asmallamountofliquidparaffinwaslayeredover

thesample.Followingtheapplicationoftheliquid

paraffintherowsoftinyglobulesbecamejoined

intothreadsradiatingfromthemainmassand

directed towards the interface, some threads

developedsidebranches.Whenthetemperaturewas

loweredbelow25℃againthewholesamplebecame

aclearisotropicliquidoncemore,quiklyreturning

totheopaquemasswiththreadswhenthetempel･a.

turewasraisedabove25.5｡C.Thetemperaturewas

thenraisedto37℃andmaintainedatthistempera.

mreforseveralweeks. Duringthisperiod the

opaquemassdevelopedmanylargeglobulessome

ofwhichwereweaklybirefringent,andsomeofthe

threads separated into shortbirefringent rods,

meanwhileextremelysmall rectangular crystal

nuclei appeared in association withboth the

threadsandsomeoftheglobules.Aftertwomonths

theliquidadjacenttosomeofthethreadsdeveloped

sheet-likebirefringentplanes.At this stagethe

wholecontentsofthevialwereinaviscousfluid/

gel state.

oriented amelogenin/enamelinmolecules. These

surfaceshoweverconstraininsomewaymmeral

additiontothea, andbaxesuntil thecomplexis

modifiedandmaturationoccurs.

[個人講演］

1． 日本産中生代ヒボドゥス上科板鋸類歯化石3標本

について

後藤仁敏（鶴見大・歯・解剖） ・久家直之（京大・

理・地質） ・蜂矢喜一郎（愛知学院大・歯。解剖）

わが国の三畳系およびジュラ系から発見された3属

のヒボドゥス上科に属する板鯉類の歯化石3標本につ
や

いて報告する。秘)6od"ssp.の側歯は，京都府天田郡夜
くの いかた

久野町額田の夜久野層群わるいし層（三畳紀中期のア

ニス期前期）から産し，大きな主咬頭と6つ以上の遠

心側咬頭をもち，歯冠の舌側面基部に多数の垂直方向

の細い線条がみられる。Ac7℃伽熔Sp.の前歯は，京都府
へき 准ぱえ

天田郡夜久野日置の難波江層群日置層（三畳紀のカー

ルニア期）から産し，近遠心方向の稜から舌側および

唇側に走る多数の細い線条をもつ椿円形の咬合面を有

している。As"""7z"zfssp.の側歯は，宮城県本吉郡
にら

志津川町韮の浜の志津川層群韮の浜層（ジュラ期前期

のヘッタンジュ期）から産し，多数の小窩と線条をも

つ近遠心方向に細長い咬合面を有する。本報告は， 日

本の三畳系からの必'加"'s属とAcうり政1s属の最初の

記録であり， ジュラ系からのAs""""〃"s属の2番

目の記録である。

〔質疑〕

大森昌衛(元麻布大） ：ネコザメの歯に中生代の3つの

歯型が現れることを発生的にどう考えておられるか。

後藤：ネコザメの歯の形態的特徴はヒボドゥス類の歯

の系統発生を反映しているとも考えられる。

Speculativeconclusions.

It isenvisagedthat theso-called ､igranular"or

"stippledmaterial''seenneartotheameloblastsin

electronmicroscopepreparations, is thenewly

secreted amelogenincomplex, which innature

consistofcoiledmoleculeshavingasphericalol･

elipsoidalshape(30-80Ainsize)withactivepolal･

groups.Thismaterial isanaggregateofmolecules

ofavaryingmolecularweights (intherangeof

approx90-20kDa)whichunderlocalconditionsof

normalbodytemperature, inthepresenceoflipids

andioniccalciumandphosphorousandatappropri

ateconcentrationconditionswhichareprobably

controlledby theameloblast, are capable of

undergoinganematictypeofselforientationinto

columns, betweenwhichapatitecrystalsmay

increasein lengthbygrowthalongtheirc-axis

directionunrestrictedbythelateralsurfacesofthe

2．各種分析法による象牙質の違いについて

寒河江登志朗・三島弘幸・鈴木久仁博・久貫由理

代・小沢幸重（日本大・松戸歯）

歯の象牙質は一般に約70wt%の無機質と20wt%の

有機質と10wt%の水分から構成されているといわれ

ている。しかし，動物あるいは歯種・歯内の部位によ

ってその有機質量・元素組成などに若干の違いがみら

れることが明らかとなってきた（例えば，寒河江ほか，

1991年解剖学会総会)。ここではX線回折法

(XRD),赤外線吸収分光法(IR),熱重量･示差熱分析

法(TG-DTA),エネルギー分散型元素分析法(EDS)

などを用いていくつかの動物の歯の象牙質を分析した

例を報告する。

赤外線吸収分光法では，特にラットの唇側と舌側・

ゾウの切歯と臼歯の象牙質の違いが顕著であった。熱
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重量・示差熱分析法でもゾウの切歯と臼歯の象牙質の

違いが有機質の燃焼パターンの違いとして認められた。

有機質量の違いはヒト ・ウシの歯冠・歯根象牙質， ラ

ット ・ウサギの唇側・舌側象牙質の間にも認められ，

また，ゾウの有機質量は約35wt%で調べたなかで最高

であり， ラット ・ウサギの唇側象牙質は約15wt%で最

低であった。元素分析の結果はヒト ・ウシに比べてラ

ット ・ウサギ・ゾウと次第にMgが増えて(Ca+Mg)/

P比が減少してくるが，マンモスはMgが少なく

(Ca+Mg)/P比は高い。加熱後の象牙質のX線回折

ではヒトではapatite>>whitlockiteであるが，ゾウ

の場合ほとんどがwhitlockiteに変わっていた。これ

らの違いはおもに化学組成の違いによるものと考えら

れる。

各種の分析法を象牙質に応用した結果，象牙質の違

いを明らかにすることが出来た。

〔質疑〕

蜂矢喜一郎(愛知学院大･歯） ：比較サンプルのラット,ラ

ビット， ウシ， 上I､の歯種は同一部位，たとえば切歯

あるいは臼歯に|吸って解析を行なったのか。

寒河江：今回は(意味があるかどうかわかりませんが）

同じ切歯ということで比べてみた。

笹川一郎(日本歯科大） ：ゾウの象牙質の場合有機基質

が多いということですが，それはコラーケンなのか，

それともそれ以外のものなのか，何か情報は得られま

したでしょうか。

寒河江: IRでの同定は今のところできていないが,熱

分析で2つのピークが見られることから上i､など他の

象牙質と違って， 2つ以上のものから織成されている

だろうといえる。

晶も観察された。

(4)室町時代人でも，歯根の歯石の付着面に厚さ数10

浬mの結晶層が残存していた。

(5)マグネシウムフィトロッカイトと思われる結晶は，

菱而体形の場合と，菱面体形の角が丸まっている場合

があった。

(6)歯冠の歯石の付着面には直径2～6〃mの半球

形の陥凹がみられた。

(7)オクタカルシウムフイ ｜､ロッカイトと思われる結

晶および直径約1"mの糸状菌も観察された。

〔質疑〕

寒河江：結晶形態で古代人と現代人で違いは？

高橋：室町時代人のものでは，菱面体形結晶の角が丸

まっているものもみられた。

寒河江：丸まった形は死後の変化か？

高橋：死後の地中に埋葬後の変化だと思います。

蜂矢？縁上歯石，縁下歯石を現代人と比鮫して差が見

られたのか。

高橋：室町時代人の縁下歯石の付着面の菱而体形結晶

では角が丸まっているものがみられた。また，縁上歯

石では付着面に直径2～6〆mの半球形の陥凹がみ

られた。

蜂矢：糸状菌が現代人のものと異なると当時の食性と

の違いに何らかの関連が考えられるのではないか。

高橋：糸状菌の形態のちがいについては今回は識別で

きなかった。

4．古生代のカグラザメについて

小泉斉（ケセン地質研）

〔質疑〕

大森：これまでに国内で報告された標本で最も近いも

のは何か。

小泉：今回発見された標本はヒボーダス化石の可能性

もあるが，この時代には北上山地の叶倉統から"'ﾉ沈0．

'加犯が産出している。そのほかに岐阜県美濃赤坂か

らも他の種類のサメの歯が見つかっております。

3．走査電顕による発掘人骨の歯石の観察

高橋正志（日本歯科大・新潟歯）

発掘された人骨の歯に残存していた歯石を走査電顕

で観察し，現代人のものと比較した。

材料として，佐渡島より発掘された室町時代人の人

骨の歯に残存していた歯石および現代日本人の歯石を

使用した｡歯石の付着面と自由表面を10%NaOClで

1時間処理後，通法により走査電顕で観察した。その

結果，次のような知見を得た。

(1)現代人では，歯石の大部分は，多数の糸状菌と，

それらの間を埋める鉱物とで構成されていた。

(2)歯根の歯石の付着面には厚さ数10"mの，歯冠の

歯石では厚さ約1浬mの結晶層がみられた。
(3)歯石を織成する結晶として，ハイドロキシアパタ

イトと思われる角柱形結晶，オクタカルシウムフォス

フェイトと思われる薄板形結晶，マグネンウムフィト

ロッカイトと思われる菱面体形結晶のほか，花弁形結

5．加速器質量分析計による'4C年代測定のための化

石コラーケン抽出法

秋山雅彦・沢田健･亀井節夫（信大理) ・有田陽

子･中井信之（名大理) ・中村俊夫（名大年代測定

資料研究センター）

タンデトロン加速器質量分析計をつかって，野尻湖

胴から産出するナウマンゾウの臼歯の象牙質コラーケ

ンの年代測定を行い，これまでのβ線計数法による材

化石の年代より8,000～15,000年に至る古い年代値が

得られた。このような違いは扱った化石試料の違いに

よるものでないことが前者の方法で測定した材化石の
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年代値から確かめられている。 形態を持つ臼歯を特徴とし，各々の咬頭は厚いエナメ
年代測定に使用した試料は，野尻湖層産のナウマン ル質を持つ咬柱となっている。そして，咬耗の進んで

ゾウの臼歯・象牙とオオヅノンカの掌状角・足骨であ いない咬柱の頂部にはよく発達した頂窩が形成される。

る。得られた年代値はばらつくが， ’)材化石の年代値 DEs"os""sの頂窩は中央に火口丘のような突出部
と一致する多くの試料,2）それより若い年代を示す試 を持ち，その周囲が外輪山のように発達した大きな陥
料， 3)古い年代を示す試料の3つに分けられる。 1） 凹である。エナメル質の表面にはさらに小さな陥凹が

と3)のグループは脱灰によって得られたコラーケン 複数みられる。縦断面にはシュレーケル条や成長線が
量が多く, C/N比がコラーケンの3.2という値に近<, 明瞭に観察される。ほぼ一定の間隔で形成される成長
汚染の少ない試料である。コラーケンによる年代測定 線は，突出部の裾にあたる部分で狭くなり， シュレー
にはこのような試料を選別することが必要である。さ ケル条も歪んでくる。そして外輪山様の隆起はそれに

らに，3）の試料は再堆積の可能性が高いことを指摘し 付け加わるように形成され，咬柱の側面の部分では更

た。 にエナメル質が付加される様子が観察される。このこ

〔質疑〕 とは，未完成の咬柱では中央の突出部が形成されてい

寒河江：切歯のほうが汚染されやすい理由は何ですか。 ても外輪山の発達が悪いことによっても裏付けられる。

秋山：切歯は破片になった標本で，多孔質で割れ目が D9s"zos""sの咬柱はこのような3段階のエナメル質

はいるなど汚染をうけやすい構造をしているため，そ 形成様式を持ち，頂窩はこのような独特の咬柱形成の

して臼歯はエナメル質に包まれているため保存条件が 過程でつくられるものと思われる。

よい。 Desw@osty/zfsのエナメル質形成のパターンは頂窩の
大島浩(kk.ココロ) :再堆積とされた時代の古くでる 発生機序について新しい知見を与えるものである。

標本は，他の標本と比較して肉眼的にちがいがあるか 〔質疑〕

(破片の粒径，磨耗度等)。 秋山雅彦（信州大･理） ：頂窩はどんな動物に知られて

秋山：とくに差は認められない。 いるか。分類・生態との関係は。

大島：ナウマンゾウ切歯の象牙質のコラーケン含有 鈴木：頂禰はヒトを含め，かなり広く分布していると

量が臼歯に比較して非常に少ないのは，それだけ大量考えられますが， どのような動物に，どのような形態

に失われたと理解してよいか。 で存在するかを調べている段階です。所（1937）では，

秋山：その通りである。 サル，アナグマ，ハナグマ，オガサワラコウモリ， さ

佐俣哲郎(麻布大） ：加速器質遥分析計によるマンモス らにアナグマの化石にも認めています。

のコラーケン中の'｡IC年代測定を行なった結果，従来 高橋正志（日歯大･新潟) :セメント質に覆われた輪状

の方法と比べて古い値がでているが，その理由は何か。 陥凹部のエナメル質面には吸収がみられなかったか。

年代測定方法のちがいを教えてもらいたい。 鈴木：吸収によると思われる小さな陥凹がいくつも見

秋山：従来のβ線法では3万年〈･らいが限度といわ られます。

れている。一方，加速器質量分析法では5万年以上さ 犬塚則久（東京大･医) :D9s"zostyﾉ"Sの咬柱の咬頭頂

かのぼることが可能であるとされている。 にある大きい陥凹はヒトなどに見られる頂窩とは別物

間島信男(県立宮代高校） ：信頼される年代より古い年ではないか。咬頭頂の中央にある低い円錐形の高まり

代を与えた試料について，再堆積以外にその理由は考 の中央の小孔が大きさ，形態とも類似しているので，

えられないか。 この方の組織像を検討していただきたい。

秋山：一般にはDeadcarbonの混入によって年代が鈴木：頂窩の定義の問題だと思います。頂窩は咬頭に

古くでる可能性はあるが， ここでの試料処理法からは， 見られる凹みですが，それがDes"zosty"sではひとつ

再堆積以外は考えられない。 ひとつの咬頭に相当する咬柱の先端の陥凹にあたると

思います。中央部の高まりに見られる小孔は異常管や

6.Desmostyﾉus臼歯における頂窩の形態と微細構造に 吸収によるものと考えられます。私達は頂嵩を「所」

ついて 型と「デスモ｣型に分けて考え,Des"zos""崎の頂窩の

鈴木久仁博（県立松戸高校)･小澤幸菫（日大・松組織学的，発生学的な研究からアプローチしたいと考

戸歯） えています。

「頂織」は所（1937）によって発見，記載された， 大森： （感想として）頂街の意味するものが2つある

歯牙咬頭部の陥凹である。しかし，その発生機序や生 ようで，混同しているので整理する必要があろう。

物学的意義については不明な点が多い。

第三紀中新世の化石哺乳類Des"zos"z熔は独特の 7.デスモスチルス臼歯エナメル質におけるハンタ
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ユレーケル条）の著しく発達するハ化so"""sとDes

"msなﾉ"sを検索した結果，シュレーケル条と周波条と

が一定の関連をもつことが明らかとなった。

"eso"伽況sでは,シュレーゲル条は直線的にエナメ

ル質内を走行し，表面近くですべてのエナメル小柱が

平行となって消失し，表面に達する。シュレーケル条

に対応してエナメル質表面に周波条が歯冠にほぼ水平

方向に配列するのを認めた。周波条は，歯頚部で狭く

咬頭側で幅広くなるが， これはシュレーケル条とエナ

メル質表面の交わる角度の関係であった｡Des"0s""s

は，厚さ1cmにも及ぶエナメル質にS字状に湾曲した

シュレーケル条が規則的に配列することで知られる。

周波条はその横断ないし縦断帯とよく一致する。但し

シュレーケル条の乱れる歯頚部では，必ずしも一致し

ない。次に動物実験によりこれを確かめた。

ウサギ切歯のエナメル質組織発生を観察すると，周

波条とシュレーケル条の一致する領域が多い。成熟期

エナメル芽細胞の数列の屑が周期的に変化して両者を

形成する。

以上の点から，横断型シュレーケル条を形成するエ

ナメル芽細胞の集団の周期性は， シュレーケル条形成

後に周波条をつくる一因になるものと考えられる。

〔質疑〕

大森：演者はl哺乳動物の食性をエナメル小柱の集合形

態の差などからも検討しておられる力ざ，食性が反映す

る基本的形態は，エナメル芽細胞，エナメル小柱， シ

ュレーケル条紋のいずれにあると考えておられるか。

小澤：どれかひとつが特に関与するというのではなく，

細胞（小柱)，組織（シュレーケル条)，器官（歯の形

態）が合理的に組み合い，食性に関連した職造，形態

をとると考えています。同じ食性で異なる歯の形態を

する場合，それぞれの歯に適する固有の組織細胞の

形態をとり，全休として食性と関連するということで

す。

高橋(日本歯科大） ：私力§以前に観察したヒトの歯では

周波条の'幅と表面で観察されるシュレーケルの条紋の

幅が一致しなかったのですが。

小澤：もっとよく観察されることを願います。エナメ

ル質の厚さ，小柱の走向を考えてください。シュレー

ケル条を形成する細胞の集団の周期的変化の問題と周

波条が一定の関連性力ざあるということです。

一・シュレーケルの条紋の立体構築

竹村知加子（信州大・理）

デスモスチルスの食性問題に関しては，円柱状の臼

歯が軟体動物食，植物食のいずれも適した櫛造である

と主張されている。そのため，形態からのみではなく

総造強度から合理的な検討をする必要がある。そこで，

咬耗に対する強度を担うエナメル質のシュレーケルの

条紋の立体構造再構築を行い，シュレーケルの条紋の

構造強度から食性の適性を検討した。

画像解析から， シュレーケルの条紋の横断帯は逆円

錐形の一部で縁がぎざぎざしており，隣接した縁と縁

が組み木細工のように支持しあっている。この職造が

重なり円柱状の臼歯の咬柱を形成していることが明ら

かになった。上記の構造からなる円柱状の臼歯は非常

に強固ということができる。即ち， この椛造は咬合而

に対して縦，横，ねじれの方向に強度を発揮すると考

えられる。貝を砕くのに適応していたのであれば，咬

合面に対して垂直方向に強度が集中すれば十分である。

これに対し，かたい繊維質の多い植物を食べる場合，

かみ砕くのための垂直方向への強い力に加えてすりつ

ぶすための水平やねじれの方向へも強い力が加わる。

デスモスチルスの臼歯はかたい繊維質の多い植物を食

べるのに適応していたと考えられる。

〔質疑〕

大森：大変興味深くうかがったが， クラックによるシ

ュレーゲルの変形があるようだが，シュレーケルの立

体構築を描き出すときに二次的変形を考慮して復櫛す

る必要があるように思うが。

また，立体総築画像を決定する要因としてエナメル

芽細胞の石灰化条件(午前中のFearnhead氏の実験例

のような）を考慮する必要があろう。今後の研究の発

展を期待する。

竹村：模式図と亀裂との関係については検討が必要で

あると考えます。

亀裂と外的な力（化石化作用） との関係については

外的な力による変形は見られないので，有機物の遺失

や乾燥によるものと考えます。

8．周波条の一形成要因としてのハンター・シュレー

ゲルの条紋について

小澤幸菫･鈴木久仁博･寒河江登志朗･三島弘幸・

久貫由里代（日本大・松戸歯）

周波条はエナメル質の表面に形成される凹凸であり，

エナメル芽細胞の一定集団が周期的に退縮するために

形成されるものと推定できる。しかし，そのような細

胞の集団と周期性に関する議論は少なく，原因は明ら

かとなっていない。そこでエナメル芽細胞の集団的運

動によって形成されるハンター・シュレーケル条（シ

9．現生淡水二枚貝の貝殻構造

小林巌雄（新潟大・理) ・石井久夫（大阪自然史博）

日本から産する淡水棲の二枚貝は古異歯亜綱のカワ

シンジュガイ科・イシガイ科，異歯亜綱のシジミガイ

科・マメシジミガイ科の種類が知られている。今回イ

シガイ目に所属するカワシンジュガイ科・イシガイ科
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の二枚貝の貝殻構造を調べる機会を得た。

これらの種類の殻体は共通しており，外表面側から

殻皮層，外殻層のアラゴナイト質稜柱層，中殻層の真

珠層，套筋層の光輝層，および内殻層の真珠層からな

る。

稜柱構造はNormalprismaticstructure(稜柱構造）

とCompositeprismaticstructure (混合稜柱椛造）

とがあるが， イシガイ類の幟造はいずれになるかある

いはどちらに近いのかが問題となる。結晶の配列（成

長)は後者の構造に類似し，一方inter-organicsheath

は明瞭強靭で，前者に類似し，いわば中間的性質をも

つ｡

中殻層も真珠構造はPILLOWNACRE状形態を示

唆するかのように成長線に対して垂直な方向に弱い条

線を示す。内殻層はSHEETNACREからなる。

イシガイ類にほぼ共通してみられる性質として，内

殼層の中に薄い内殻皮層と内稜柱層を数枚介在してい

るのが他には認められないと思われる特徴である。サ

サノハガイ， ドブガイなどでは，内殻皮層のみで内稜

柱層を欠く。殻頂付近で外表面の殻皮が殻層内に連続

して入り込み内殻皮を構築する。これがあたかも年輪

を示すかのどと〈周期的に生じている。

〔質疑〕

大森：内殼層内の殼皮・稜柱構造の発達は成長線とど

のような関係があるか。

小林：内殼皮・稜柱構造からなる層は，内殼層内の成

長線に平行していることから，貝殻のある形成時期に

発達したことがわかる。問題は内殼皮などの形成時期

およびそのときの貝の生理状態（形成細胞の）にある

と思う。

大森：外殻層内の年令形質の明暗樵造の形成機椛と同

じように考えられないか。

小林？内殼皮・稜柱層の形成は外稜柱層内の成長構造

の形成とは異なる機構によるものである。

A1型(殻表の一部が破損し，後に修復されたもの）

は，オオトリガイ （木下層産）に認められる。

A4型(障害物が貝に接していたために生じた殻体の

変型と考えられるもの）はオオノガイ （木下層産）お

よびミルクイガイ （沼サンゴ層産）に認められる。

Bl型（後端が葉片状に遊離したもの）はオオノガイ

(現生）およびミルクイガイ （木下層産）に認められ

る。

〔質疑〕

大森：今日拝見した奇形は，すべて機械的条件が要因

となっていると考えられるが，いかがお考えか。この

仲間は終生穴暮らしと考えられるので，穴の中での異

常な生活環境の発生によるものと思われるが。

柴田A型のものは機械的条件によると考えられるが，

B型のものはまだ貝殻構造の観察を行っていないので，

機械的条件によるか異常な生活環境の発生によるかど

うかはわからない。

11．竜脚類OmeisaurustjanfUensisの復元

谷本正浩（府立東大阪養護学校）

中国四川省ジュラ紀中期の竜脚類O"zgjSIzz"'z鱈施”

んg"s*は，同じ四川省ジュラ紀後期の有名な〃""zg72､

c"is""wsに近縁の動物で同じ科(Euhelopodidaeも

しくはMamenchisauridae)に属する。今回この動物

の復元画の試作を行ったので，その経過を報告する。

①骨格及び筋肉復元図の作製

主としてHeetal. (1988)の骨格復元図を基に描い

た。主な変更点は中手骨を垂直にたてた，下向きの尾

椎基部を水平に近い状態に変えた，位置を定めにくい

肩甲骨を関節した状態で見つかった北米のQz""7tz.

S"2"WSノ“"鱈(Gilmore, 1925)を参考にして配置し

た等の点である。この操作により肩が幾分高くなった。

次にhighestbrowsingのスタイルでの骨格復元図

を描いた。この図では尾を第三の足としては使わなか

ったという考えで地面から浮かせてある。これは近位

尾椎の屈曲性が後期のものより少なかったらしいこと

に基づく。前足の第一指の爪は主にhighbrowsmgの

ために用いられたようである。これらの問題は投稿中

の拙文において詳しく述べたのでここでは詳細は述べ

ない。

この段階で，いわゆる「骨質尾錘」を尾椎遠端につ

け加えた。骨質尾錘をこの動物が持っていたかどうか

は議論の余地がある。一方MarkHallettが,"""e"

c〃〃""zs"""z""e"s応において描いた「むちひも」

状の長い尾があった可能性は， この科の動物において

はほとんどない。

これを基に筋肉図を描いた。これは主としてG.S.

Paul(1987,p.32)のB7tzc"os"2"恋67tzwc"の筋肉復

10．深掘り型二枚貝類に共通の2， 3の奇型

柴田松太郎（聖徳大付属高校）

オオノガイ， ミルクイガイ，オオトリガイおよびナ

ミガイは，いずれも深掘り型の二枚貝としてよく知ら

れている。これらの二枚貝のうちナミガイの殻体の形

成異常についてはすでに報告した。

その後，オオノガイ，オオトリガイおよびミルクイ

ガイについて検討したところ， さきに報告した殻体の

形成異常8型のうち,A型(A1型およびA4型)および

B型(B1型）力、これらの貝に認められた。したがっ

てA1型,A4型およびB1型は，必ずしもナミガイに特

有の奇型ではなく，むしろこれら深掘り型二枚貝類に

共通して認められる奇型であると考えられる。
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元図を参考にした。竜脚類の筋肉復元の研究はBol･-

suk-Biatnicka (1977), Zhang(1988)等も行ってお

り，今後検討する必要がある。

②生態復元画の制作

キャンバスにアクリル絵具を用いて描いた。全長20

mの大型動物ということもあり，顕著な模様や色彩は

つけなかった。同一画面中に計4頭を描いたのは，群

れをなして住んでいたと考えられるからである。0.

"7"e"sisと共に各種の恐竜や亀等の動物化石が見

つかっているが， ここでは翼竜の一種A72gws"""、

”"泌〃'"c"〃α"jsを画面上部に描いた。植物とし

ては"7zio力jwiS,"""IZz"z"",EI7zziSe"彫s,R7d.

0z""z"esが見つかっており，付近ではイチョウや松柏

類と思われる巨大な珪化木の化石も発見されているの

で，そのような巨木を想定して画面に描いておいた。

復元画に「真の完成」というものはなく，今後も試作

をくり返していく必要がある。この際重要なのは作者

名と制作年号の記入であり，それがこの絵を描いた時

点での制作者の見解ということになる。

〔質疑〕

犬塚：北米で発見されたという“7"αﾉWS|α"γ"sの肩甲

骨の部位の保存状態はどの程度生時の正しい位置を反

映していると考えられるか。

谷本:GilmoreJPMclntosh等一般的に妥当と見なさ

れているので採用した。これが決定的なものとは考え

ていない。今後保存の良い標本を複数観察して， より

合理的な結論を出す必要がある。

に, 0"06272"s属の拡散の中心地が北大西洋でなく北

太平洋にあったことも考えられる。

〔質疑〕

犬塚：層準はどうきめたか。

宮崎：母岩から抽出された珪藻化石の構成種を検討し

た結果である。18属， 28種の化石が検出され， この化

石群は後期鮮新世に対比され得るものである。

犬塚； 「セイウチモドキ」とは区別できるのか。

宮崎：セイウチモドキといっているものが何を指して

いるのか，良く分からないが，セイウチ属を犬歯のみ

で区別するのは困難であるということは, Dr.Barnes

からも聞いているので承知している。ただ，本標本は

保存状況が良好で, Repenning&Tedfol･d (1977)

のあげているセイウチ属の属の定義に各部分があって

いるので，同定に誤りはないと思う。

小澤:0． 0dO6972"sの平均的な寿命はどの位か。

宮崎：セイウチの平均寿命は良く分かっていないよう

だが, Fay(1982)によると, 36才まで生きていた例が

ある。

小澤： 15才で牙の伸びが止まるとされたFayの根拠

は何か。

宮崎：15才で牙の伸びが実質的に止まるとされたのは

￥の臨床的歯冠前縁長のことである。3のほうは15才

頃から伸び率が小さくなる。この長さは牙の成長によ

る伸びから磨耗による減少を差し引いたものであるか

ら，実際には牙の成長は終生続いている。

牙を脱灰しセメント質を除去したり，縦断面のセク

ションによってannual linearincrementを調べ，磨

耗や破損のほとんど無い牙との肉眼的比較でdecre-

mentを調べて得た結果である。

12．オホーツク海産鮮新世後期のOdobenUs属の新種

について

宮崎重雄（大間々高校) ・木村方一（北海道教育

大） ・石栗博行（中札内高校）

1977年，オホーツク海の海底から後期鮮細世(約200

万年前)のO伽6"z"s属化石が産出した｡現生セイウチ

(0.7'Us'"""Is)に比べて, 1)頭蓋が細長く，低い, 2)底

後頭骨が幅広い， 3)乳様突起が小さい， 4)老齢であり

ながら上顎第二切歯が存在する， 5)犬歯は，湾曲率お

よび歯頚部における扁平率が大きく，全長が短い，な

どの標徴が認められる。またもう一つのOdb62"z鱈属

である化石種の0.ルzIwIgyjは種としての標徴が明確

でないため，本標本を新種(Odb62"〃ss"""/""siS)

とした。本標本の発見で， これまで考えられてきた

Odb6g"z鰯属の太平洋への侵入時期が後期更新世(Re.

penning&Tedford, 1977)から大きく遡り，後期鮮

新世か，それ以前ということになる。また中央アメリ

カ海峡の閉鎖が300万年前(冨田, 1990)であったとす

れば，その侵入経路も北極海経由ばかりでなく， ！:|則央

アメリカ海峡を経由して来た可能性も出てきた。さら

13． 日本産鯨化石の層序と生息環境

木村方一（北教大札幌・地学）

日本産鯨化石の産出期は3期に区分される。第1期

は後期漸新世の北九州芦屋屑群脇田屑の芦屋動物群と

北海道川上層群の茂螺湾層から産出した足寄動物群で

ある。前者はOdontocetiSqualodontidaeの複数標本

が発見されており，後者はOdontoceti

Squalodontidae, Squalodelphidaeの複数標本の他に

MysticetiAetiocetidaeの複数標本が産出しており，

当時の北海道地域は有孔虫の研究から勇昇流地帯であ

った。

第2期は前期『|噺世末葉から中期中新世前半の時期

で, 16.5から12Maの関東以西に集中しており，東北・

北海道での発見例はまれである。この第2期の前半は

門ノ沢動物群期にあたり，鯨種はMysticetiのCetoth

eriidae, OdontocetiのRhabdosteidaeが5～6体の

複数で産出する。第2期の後半は塩原一耶麻動物群に
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ロー滝川一本別動物群に共産する鯨種はMysticetiで

はBalaenopteridaeが多くなり，他にBalaenidaeを

産する。OdontocetiはPhocoenidae, Physeteridae,

Delphinidaeが認められる。

関東以西ではBalaenopteridaeの発見例はな<,大

桑動物群に共産した鯨種はBalaenidaeとDel-

phinidaeである。

あたり，鯨種はMysticetiのBalaenopteridae,

OdontocetiのDelphinidae, Squalodontidae, Zi-

phiidae,Physeteridae,が産出し前期とは種の構成が

異なる。第2期の東北・北海道の地層には安山岩や玄

武岩性の火山砕屑岩を挟んでおり，哺乳動物の生息環

境としては恵まれた環境ではなかった。第3期は中新

世後期から現世まで継続するが，東北・北海道の竜ノ

◆論文紹介◆◆

plesiosaurの骨格にⅣi"""ﾉ肱(Trautscholdia)sp.の

関節のついた殻が伴われていたりする。この堆積物は

続成作用で生じた黄鉄鉱に富んでいて， この海の表層

数mmはかなり硫酸還元状態であったことを示して

いる。

もし隠れ家として脊椎動物の遺物がvent faunaの

分布に重要であるなら，そのような隠れ家は少なくと

も最初の大型の魚鰭類ichtyopterygiansが現れた中

期三畳紀の終りからあった筈だし，あるいは大型の鰭

竜類sauropterygiansが初めて現れた三畳紀の終りか

らあった筈である。魚竜は中期白亜紀の間に滅んだが，

鰭竜類とmosasaurus(海棲のトカケ)は中生代の終り

まで海棲の動物群の主要なグループとして残っていた。

巨大な魚類はデボン紀から海にいた。硬骨魚類

teleostsと板鯉類elasmobranchsを含む大型の魚類

は白亜紀／第三紀の境界にまたがっていて，これは始

新世の鯨類cetaceansが出現するまで隠れ家を提供し

たのであろう。

にもかかわらず，石灰凝結物concretionsに保存さ

れた脊椎動物に伴う化石を調べるときには注意が必要

である。遺物の周囲に起きた初期の続成作用は石灰質

の無脊椎動物をより選択的に保存するであろう， とい

うのは付近の堆種物中にあったものは続成作用によっ

て消失してしまうからである。さらに，脊椎動物化石

をつくった状況は思いもかけず無脊椎動物を破壊して

しまうようなものであったろう。我々は，古生物学者

はあらゆる種類の大型海棲脊椎動物の骨格と，特にそ

れらに付随する無脊椎動物をもっと近寄って見る必要

がある， と云いたい。 （寒河江登志朗）

古生物学者はもっとよく見る必要がある。
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Cruickshank,MA.Taylor,ハ"z加形. 351: 193, 1991

Smith""(Mz"E, 341 27-28, 1989)は，太

平洋の海底にあったクジラの骨に伴われて，化学合成

をする無脊椎動物，特に軟体動物が見られることを報

告している。より最近では, Squireset"(JV""z,

349：574, 1991）が漸新世の深海底堆積物からかなりの

数のクジラの遺物化石に化学合成軟体動物が伴われて

いることを報告し，化学合成無脊椎動物が長い地質時

代にわたり広い範囲に分布するための踏み石の役割を

クジラの遺物が果たしていると考えた。しかし，彼ら

は踏み石として充分に大きくて役立つ遺物は太平洋の

海底では中新世の後期，すなわち1100万年前からであ

るとした。我々は， クジラの遺物だけが隠れ家である

という考え方は狭すぎると思う。なぜなら，太平洋な

どには少なくとも三畳紀の終りから，すなわち約2億

年前から，大型の海棲四足動物がいた。我々が大型と

いうのは，少なめに見積もって10mに達する体長をも

つ動物をいう。 10mに達する大型の魚が中部～上部ジ

ュラ紀にはじまり現在まで知られている。

多数の無脊椎動物が海棲爬虫類の化石骨格に伴われ

ているという多くの例が知られている。たとえば，魚

竜ichtyosaurの“〃肋α〃ZOSfZZ"WSの標本の1つに始

新世のメタンガスのvent (吹出し口）に知られている

小さな掘足類scaphopodの局り"""""zが伴われ

ていたり，浅海性の有機質に富むOxfordClay

(Callovian,中期ジュラ紀）から出た完全な長頚竜
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